
ポリシによる禁止行為確認

T7:ホームナビゲータ

【課題】

家の中に多数の家電機器が存
在し、操作が面倒に。

【アプローチ】

Synapse: ユーザの操作履歴・
実空間情報を学習することで、
次の操作を予測・推薦

ポリシエンジン：センサ情報を
みて、危険な操作を禁止。ユー
ザは安心して推薦に従うことが
できる。

あなたにふさわしいサービスをあなたにふさわしいサービスを安全に実行安全に実行 実空間情報
・操作履歴

センサ
・電力の計測
・人感センサ
・etc

SynapseSynapse
ポリシポリシ
エンジンエンジン

電気容量が超えそう
⇒新たな機器を稼動させない。

お客様がいらっしゃる
⇒テレビはつけない。

ポリシ

次の操作

選択

ホームホーム
ナビゲータナビゲータ

お客様が居るときは、テレビは禁止。アニメチャネルをつける。子供がリビングに入る。シナリオ2

使用電力が過剰 (ブレーカ落ち防止のため)
の場合、新たな電気機器の稼動は禁止。

ニュースチャネルをつける。お父さんがリビングに入る。シナリオ1

禁止条件推薦実空間情報

Synapseによる推薦

推薦推薦推薦 禁止禁止禁止



Synapse (T7:ホームナビゲータ)

【目的】
家電機器などの操作の自動化
例)
エアコンを好みの設定温度に自
動調整
いつも見ている番組を推薦

【アプローチ】
あるセンサイベント群が発生したと
きにユーザが次にとるべきアクショ
ンを確率論に基づいて推定
サービス合成に必要な膨大な
ルールを隠れマルコフモデルで
統計的に学習
確率論的アプローチはセンサ
データなど不確実性の高い学習
に経験的に高い有効性

実空間情報と操作履歴を用いたサービス推薦

イベント

ドアの開閉
検出・制御

人の位置の取得

人が座った

センサネットワーク

家電などの
制御

人が立った

アクチュエータ
や家電製品が
ネットワークか
らコントロール
可能に

センサネットな
どにより，実空
間のさまざまな
イベントが取得
可能に

Synapse

サービス

関連を学習

想定環境

E (EN, EV, ET).
EN∈{e1, e2, …, en}:イベントの種類
EV: イベントのとった値 ([0,1]に正規化)
ET: イベント発生時刻

S (SN, ST) 
SN∈{s1, s2, …, sm}:サービスの種類
ST: サービスが提供された時刻

Synapseにおける確率モデル



ポリシエンジン（T7）

【目的】
自律処理を実現するために、状
況に応じた操作・禁止行為を定
義・実現
上記操作・禁止行為とその条件
を動的に変更

【アプローチ】
操作・禁止行為とその条件を定
義するためのポリシ言語の設計
ポリシ言語によって記述された
ポリシの実行エンジンの提供
条件にマッチしたときに操作
を実行・禁止
ポリシの導入や変更がエン
ジンを停止することなく可能

システム制御における
自律操作/禁止行為の定義・実現

管理対象システム

ポリシエンジン

ポリシエディタ

イベント通知
•状況変化
•操作要求

実行・禁止

要求の変化

ポリシ導入・変更

policy BrakerPolicy {
on( ServiceCall e ){

ServiceisActive(e.serviceid) == false;
ServiceInformation(e.serviceid, "PowerConsumption")) >

(40 - SensorData( 1, "ammeter"))*100;
}
action{

ServiceCall(e.callid. false, "power shortage");
}

}

policy BrakerPolicy {
on( ServiceCall e ){

ServiceisActive(e.serviceid) == false;
ServiceInformation(e.serviceid, "PowerConsumption")) >

(40 - SensorData( 1, "ammeter"))*100;
}
action{

ServiceCall(e.callid. false, "power shortage");
}

}

ポリシ言語

on( ServiceCall e ){
ServiceisActive(e.serviceid) == false;
ServiceInformation(e.serviceid, "PowerConsumption")) >

(40 - SensorData( 1, "ammeter"))*100;
}

条件

操作

ポリシ


